
野添コミュニティセンターから出発
　蓮池小学校４年生の児童1６名と保護者２名、引率教員２名、指導員・事務局３名で３６０年ほど前に新井水路
を作った古宮の大庄屋であった今里傳兵衛の偉業を学んだ。用水路は加古川の大堰～播磨町古宮の大池
までの約１４ｋｍに及ぶ。新井用水と書いて「しんゆようすい」と読むのだが一説によると加古川の大堰から流
れ出た用水が古宮の大池に運ばれるまでにお湯になっていたということからだそうだ。
　野添コミュニティセンターを８時３０分に出て加古川大堰へ向かった。

＜魚路＞ ＜(取水口）←微調整ゲート→(排水口）＞　　　

　　　　　　　　　　　　　　　令和元年１０月２６日
(土)
　　　　　　　　　　　　　　　　　８：３０～１４：３０
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加古川大堰
　加古川大堰に着いて、大堰管理事務所の説明を聞きました。DVDによる大堰の役割や仕組みを勉強しまし
た。洪水が起きそうなとき、微調整ゲートや調整ゲート、主ゲートはどのよう働きをするか上手に説明していた
だきました。また、モデル実験をしていただきました。加古川の北の方でも低い土地があり浸水の恐れがある
ことを学びました。播磨町のハザードマップでは雨水による浸水の恐れがあるのは蓮池小校区では城地域で
あることが分かりそこに住む子供たちは少し驚いていました。

　その後、実際に主ゲートに向かい、実物を見て説明してくださいました。説明を聞く子、ゲートをのぞき込む子
自由に動きながら学習しました。大堰で遮られると魚が上流に登れなくなります。でもちゃんと鮎や鯉などが上
流に行けるように魚道が作られています。この日は昨日の雨のせいか少し水量が多かったです。

＜調整ゲート＞ ＜主ゲート（４００ｔ）＞

新井用水路ツアー

蓮池小4年生



　途中で、福原さんから、逆サイホンの実験をしていただきました。川の下を水路が通り、再び上がってきて川
の反対側へ水を通す仕組みです。ほんとに昔の人は良くここまで考えて作ったんだなと思いました。

　日岡神社で昼食を取りに降りました。神社の周りは大きな石ばかりでその石を割って新井水路ができているの
が分かりました。途中水門や洗い物をするための階段も見つけました。

　用水路の起点(新井水路･五ケ井水路）
　次に水路起点へ行きました。右が五ケ井水路で左が新井水路です。新井水路は五ケ井水路から1/６の水
量をもらっています。語り部の佐伯さんが熱心に説明してくださいました。五ヶ井水路は伝承によれば聖徳太子
の頃にできたと言われているが名の由来から戦国時代には作られていたと考えられる。新井水路は360年前に
作られています。

＜埋樋（うずみび）の入口＞ ＜曇川＞ ＜埋樋の出口＞ ＜新井水路と曇川の落差20cm＞

＜左が新井水路、右が五ヶ井水路＞

　神野西(曇川の埋樋）
　神野西の埋樋（うずみび）の入口に来ました。その後埋樋の出口を見たり、旧ゲートの跡を見たりしました。

＜新井水路から曇川への排水口＞ ＜逆サイホンの実験(体験）＞

＜大きな石のすぐ横に新井水路＞ ＜水路の横の石＞ ＜水門＞ ＜洗い場への階段＞

©　2019　 Nozoe　Community Center



　大中(喜瀬川の埋樋）
　大中の埋樋（うずみび）の入口に来ました。金属の刃が突き出ている除塵機（じょじんき）の仕組みもよく分かり
ました。実際に水が流れているときは、刈った草やプラゴミ、ビニール魚の死骸など、いっぱいたまることがありま
す。水路にゴミを捨てないでほしいですね。
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　古宮(大池・薬師堂）
　新井水路の終着点は、播磨町古宮です。加古川大堰から延々14ｋｍの道のりです。大池には今里傳兵衛の
偉業を称えて石碑が建っています。傳兵衛の墓は薬師堂の中にあります。




